
令和２年に新しい学習指導要領がスタートして４年目を迎えています。この学習指導要領

には「これからの社会が、どんなに変化して予測困難になっても、自ら課題を見付け、自ら

学び、自ら考え、判断して行動し、それぞれに思い描く幸せを実現してほしい」という願い

が込められています。生きる力を育むために、主体的・対話的で深い学び（アクティブラー

ニング）の視点から「何を学ぶか」だけでなく「どのように学ぶか」という学び方も重視し

て授業を改善しています。実際の社会や生活で生きて働く「知識・技能」、未知の状況にも

対応できる「思考力・判断力・表現力」、学んだことを人生や社会に生かそうとする「学び

に向かう力・人間性」これらの３つの力をバランスよく育みます。外国語教育やプログラミ

ング教育、キャリア教育にも重点をおいて取り組んでいきます。

これからの変化する社会をよりよく生きぬいていくためには、学校、家庭、地域がこれま

で以上に連携を図りながら、子どもたちの「生きる力」を育むことが大切です。家庭におい

ては、保護者の皆様の働きかけが子どもたちの「生きる力」を育む大きな原動力になります。

今後も子どもたちが学校で学んだことについて、ご家庭でも是非話してください。

丹波篠山市立多紀小学校 令和５年５月１９日

学校だより

５月１日（月）児童会主催の「１年生を迎える会」を実施しま

した。少しでも早く学校に慣れて、全校生で仲良くなれるように

と、児童会役員を中心に６年生が計画しました。縦割り班ごとに

班開きをして自己紹介をした後、班ごとに各教室をまわって「い

す取りゲーム」「箱の中身はなんでしょう」「ボーリング」「的当

て」の４つのゲームを楽しみました。それぞれの教室で、「上手だね」「こうすればいいよ」

「やったあ。すごいすごい。」などと声かけしながら、思い切り楽しむ様子が見られました。

令和５年４月２８日付け市教育委員会からのお知らせのとおり、令和５年５月８日以降の対

応が変更になっています。

①感染者の出席停止期間は原則５日間とする。

②濃厚接触者の廃止にともない、家族に感染者がある場合も登校を控える必要はない。

③発熱やのどの痛み、咳等のある場合は登校を控える。

④健康観察カードの学校への提出は不要とする。

⑤普段の教育活動やスクールバス内でのマスク着用は求めない。

⑥感染症発症後１０日間が経過するまではマスクを着用する。

⑦教職員がマスクの着脱を強いることがないようにする。


